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経法第４講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす リーガルマインドを備え、現代社会の犯罪に関する諸問題を法
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く 的に解決していく上で必要な刑事司法に関する基礎的な概念や
力を身につける。 理論、制度について説明することができるようになり、また、

社会や都市で生じる犯罪問題について、刑事政策に関する知見
を基礎に、犯罪学や被害者学の思考方法をも踏まえた総合的な
解決方法を提示し、その内容を説明することができるようにな
る。

⇔

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を リーガルマインドを備え、現代社会の犯罪に関する諸問題を法
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 的に解決していく上で必要な刑事司法に関する基礎的な概念や

理論、制度について説明することができるようになり、また、
社会や都市で生じる犯罪問題について、刑事政策に関する知見
を基礎に、犯罪学や被害者学の思考方法をも踏まえた総合的な
解決方法を提示し、その内容を説明することができるようにな
る。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律, 経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， リーガルマインドを備え、現代社会の犯罪に関する諸問題を法
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の 的に解決していく上で必要な刑事司法に関する基礎的な概念や
基礎専門知識を身につける。 理論、制度について説明することができるようになり、また、

社会や都市で生じる犯罪問題について、刑事政策に関する知見
を基礎に、犯罪学や被害者学の思考方法をも踏まえた総合的な
解決方法を提示し、その内容を説明することができるようにな
る。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問 法務の現場において刑事政策に関する基礎的概念や理論がどの
題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理 ように機能しているのかを理解したうえで、実際に法的な問題
解を持ち，総合的に解決していくことのできる能力を身につけ 点を見つけ出し、社会や都市で生じる犯罪問題について、犯罪
る。 学や被害者学の思考方法をも踏まえた総合的な解説方法を提示

し、その内容を説明することができるようになる。

⇔

経法20ｶﾘ･総合法律

行政や企業などの法務の現場で，法学の基礎理論がどのように 法務の現場において刑事政策に関する基礎的概念や理論がどの
機能しているかを理解した上で，実際に法的な問題点を見つけ ように機能しているのかを理解したうえで、実際に法的な問題
出し，分析し，法令の正しい理解に基づいて，基準の適用，書 点を見つけ出し、社会や都市で生じる犯罪問題について、犯罪
類の作成，ルールの設計などをすることで，法的な解決策や予 学や被害者学の思考方法をも踏まえた総合的な解説方法を提示
防策を実践的に企画・立案・実行できる能力を身につける。 し、その内容を説明することができるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要   この授業では、犯罪と刑罰の諸問題について、主に政策的観点から講義する。社会に生じる犯罪やそ
れに関連する問題は、主に刑事司法システムにより処理され、対策が講じられている。そのため、刑事
司法に関連する諸制度を理解するのは重要なことである。その際、犯罪者に対してどのように刑罰や処
分を以て制裁を科すかということは勿論、刑罰や処分の執行のあり方や、犯罪予防の側面についても重
視し、加えて犯罪被害者に関する視点も欠かせない。
　この授業の初期の段階で、まずガイダンスを行い、そして、刑事政策の目的や原理について説明する。
その後、刑事制裁論と犯罪者処遇論における重要なトピックについて取り上げる。第10回と第11回では
保護観察に関する内容に触れ、第12回では、少年法・少年司法制度を取り上げ、少年犯罪の情勢と対策
について講義する。第13回では薬物犯罪について講義する。また、第14回と第15回では、犯罪被害者に
関する内容についても触れる。以下に掲げる授業計画の一部のトピックについて、ゲストスピーカーを
招いてお話いただくこともある。なお、実際の講義状況に応じて、予定された内容を微調整することも
あり、その詳細については授業で周知する。

(5)授業計画 1. ガイダンス
2. 刑事政策の目的と原理
3. 死刑　
4. 自由刑
5. 刑務所の現状・矯正処遇
6. 仮釈放
7. 刑の全部執行猶予
8. 刑の一部執行猶予、ダイバージョン①
9. ダイバージョン②（微罪処分・起訴猶予）  
10.保護観察①（法制度の基礎など）
11.保護観察②（更生保護施設など）
12.少年法と少年司法制度
13.薬物犯罪　
14.犯罪被害者①（総論・被害者補償制度）　
15.犯罪被害者②（刑事手続における被害者）



(6)成績評価の方
法

・期末試験の成績（70％）
・レポート（30％、第8回目に課題発表）

(7)成績評価の基
準

　この科目は、筆記試験及び課題・レポート等を併用し、以下の基準でそれぞれを評価する。
　筆記試験の評価基準として、講義で示した内容について最低限の理解があれば「合格水準にある」、
理解があり、提示した設問について、その背景を説明することができれば「やや上にある」、設問の背
景事情の理解・説明をしたうえ、知識を応用できれば「かなり上にある」、設問について問題の所在を
把握して優れた観点を提示して自説の展開ができれば「卓越している」とする。
　また、レポートについて、(i)論題の設定が適切かつ問題の背景を正しく理解しており、(ii)現状にど
のような課題があるのかを、現存する見解への把握を通じて指摘することができ、(iii) そのうえで自
分の見解を提示できており、(iv) この自説にかなりの説得力があると認められる場合は「卓越している
」とする。(i)から(iii)を満たしていれば「かなり上にある」とし、(i)と(ii)を満たしていれば「やや
上にある」とし、(i)を満たしていれば「合格水準にある」とする。

(8)事前事後学習
の内容

この科目の学習にあたり、法解釈論に止まらず、立体的・総合的に考えることが重要なため、授業の予
定と講義でのアナウンスに基づいて、教科書・参考書の該当箇所を読んで予習しておくこと、そして、
配付資料（レジュメ）や教科書・参考書の情報を必要に応じて復習することもお勧めする。

(9)履修上の注意 講義では、法律条文に多く言及するため、六法を持参すること。デジタル端末などで条文を参照しても
構わない。また、授業中に理解確認を兼ねて意見を伺う場合がある。

(10)質問,相談へ
の対応

質問は、講義終了後に教室で受け付けるほか、メール（gohakusou@shinshu-u.ac.jp）でも対応する。

【教科書】 守山正・安部哲夫編著『ビギナーズ刑事政策〔第3版補訂版〕』（成文堂、2023年）ISBN ： 
978-4-7923-5391-9

【参考書】 1.法務省『犯罪白書』（ネットでの閲覧もできます。http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/nendo_nfm.html）
2.国家公安委員会・警察庁編『犯罪被害者白書』（ネットでの閲覧もできます。
https://www.npa.go.jp/hanzaihigai/whitepaper/top.html）


